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つ
の
取
組
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

①
農
業
用
ド
ロ
ー
ン

　

殺
虫
剤
等
の
農
薬
散
布
や
、
上

空
か
ら
ほ
場
の
様
子
を
撮
影
し
生

育
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
価
格
帯
や
性
能

が
様
々
な
の
で
各
社
比
較
が
必
要

で
す
が
、
共
通
点
は
小
回
り
が
利

く
た
め
、
適
期
作
業
に
有
効
で
す
。

②
自
動
給
排
水
装
置

　

設
定
し
た
水
位
を
自
動
で
保
つ

装
置
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

で
水
位
の
確
認
が
で
き
、
労
力
の

軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
田
廻
り

の
時
間
が
９
割
ほ
ど
削
減
で
き
、

試
験
的
に
導
入
し
た
農
家
は
今
後

設
置
数
を
増
や
す
計
画
を
立
て
て

い
ま
す
。

③
Ｇ
Ｐ
Ｓ
直
進
ア
シ
ス
ト
機
能
付

田
植
機

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
制
御
に
よ
り
、
一
部
ハ

ン
ド
ル
を
離
し
て
の
田
植
え
が
可

能
と
な
る
上
、
畦
畔
に
対
し
て
平

行
に
植
え
付
け
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
導
入
に
よ
り
疲
労
が
軽
減
し

た
と
の
意
見
が
聞
か
れ
て
い
ま

す
。

スマート農業が取り組まれています
～最先端技術の活用事例～

③ＧＰＳ直進アシスト機能付田植機

②自動給排水装置 ①農業用ドローン

　

水
稲
栽
培
の
現
場
で
は
「
毎
日

の
水
管
理
が
自
動
化
で
き
た
ら

…
」「
防
除
の
暑
い
時
期
に
散
布

機
背
負
う
の
は
大
変
だ
な
」
と
い

う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
担
い
手
が

減
少
す
る
中
で
、
作
業
を
サ
ポ
ー

ト
し
、
作
業
の
効
率
化
・
省
力
化

を
図
る
機
器
・
農
業
機
械
が
登
場

し
て
き
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
活
用

し
た
農
業
は
ス
マ
ー
ト
農
業
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

山
武
地
域
で
も
、
ス
マ
ー
ト
農

業
の
取
組
は
盛
ん
で
、
今
回
は
３
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「
黒
腐
菌
核
病
」
は
、
カ
ビ
に
よ

る
ネ
ギ
の
土
壌
病
害
で
す
。
発
病
適

温
が
15
℃
で
、
２
月
下
旬
〜
３
月
に

発
病
し
、
４
月
後
半
に
終
息
す
る
た

め
、
特
に
年
明
け
の
秋
冬
ど
り
や
春

ど
り
の
作
型
で
、
壊
滅
的
な
被
害
を

も
た
ら
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

黒
腐
菌
核
病
が
発
病
す
る
と
、
下

葉
が
黄
化
し
生
育
不
良
と
な
り
、
や

が
て
枯
死
し
ま
す
。
地
際
部
の
感
染

部
位
に
は
黒
色
の
か
さ
ぶ
た
状
の
菌

核
を
形
成
し
ま
す
。
形
成
さ
れ
た
菌

核
は
、
長
期
間
土
壌
中
に
残
存
す
る

上
、
土
と
と
も
に
人
、
機
械
に
付
着

し
た
り
、
水
の
流
れ
で
他
の
ほ
場
に

移
動
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ネ
ギ
属
の
連
作
や
ほ
場
の

排
水
不
良
、
土
壌
の
酸
性
化
に
よ
り

発
生
し
や
す
く
な
る
た
め
、
以
下
の

よ
う
な
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

家
畜
生
産
と
温
度
と
の
関
係
は
、

表
１
の
と
お
り
畜
種
に
よ
っ
て
生
産

環
境
温
度
が
異
な
り
ま
す
。
生
産
環

境
温
度
を
超
え
る
高
温
環
境
下
で
は
、

成
長
、
繁
殖
、
泌
乳
な
ど
に
関
係
す

る
ホ
ル
モ
ン
や
酵
素
活
性
に
影
響
を

与
え
、
生
体
防
御
が
低
下
し
生
産
性

が
下
が
り
ま
す
。
生
産
性
を
維
持
す

る
た
め
に
も
、
家
畜
の
飼
育
環
境
を

整
え
ま
し
ょ
う
。

⑴　

屋
根
や
壁
か
ら
の
日
射
吸
収

率
を
小
さ
く
す
る
た
め
、
遮
熱

塗
料
の
塗
布
や
断
熱
材
な
ど
を

利
用
し
、
畜
舎
内
温
度
上
昇
を

抑
え
ま
す
。

⑵　

窓
は
開
放
し
、
可
能
な
限
り

畜
舎
内
の
空
気
を
排
除
で
き
る

よ
う
、
送
風
フ
ァ
ン
な
ど
で
強

制
換
気
を
行
い
ま
す
。

⑶　

送
風
フ
ァ
ン
に
、
細
霧
気
化

冷
却
装
置
を
併
せ
て
設
置
す
る

と
、
よ
り
効
果
が
上
が
り
ま
す
。

⑷　

太
陽
の
反
射
熱
、
輻
射
熱
を

回
避
す
る
た
め
、
寒
冷
紗
や
日

陰
樹
の
植
栽
に
よ
り
日
陰
面
積

を
拡
大
し
、
畜
舎
周
辺
の
温
度

を
下
げ
ま
す
。

⑸　

通
路
は
、
整
理
、
整
頓
に
心

が
け
、
通
風
を
妨
げ
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。

　

年
々
夏
季
の
気
温
が
上
昇
し
、
家

畜
に
と
っ
て
厳
し
い
環
境
と
な
っ
て

い
ま
す
。
家
畜
を
守
る
た
め
に
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
く
だ
さ

い
。

家
畜
の
暑
熱
対
策

黒腐菌核病に罹病したネギ（左）
黒腐菌核病発病ほ場（右）

ネ
ギ
の
黒
腐
菌
核

病
対
策
に
つ
い
て

【黒腐菌核病の対策】
□登録薬剤の株元散布や株元かん注を、気温が20℃
以下に低下する10月頃から行う

□土壌消毒を実施する
□土壌pHを矯正し中性～弱アルカリ性にする
□発病ほ場からの水の流入を防止する
□発生ほ場は最後に作業を行い、農業機械の洗浄を
徹底する

□緑肥などを作付けし、連作を避ける

表１　畜種毎の生産環境
　　　　温度（摂氏温度）
畜　種 適温域
泌 乳 牛 ５～20℃
育 成 牛 10～25℃
肉　　牛 ５～20℃
子　　豚 20～30℃
肥 育 豚 10～25℃
繁 殖 豚 10～25℃
産 卵 鶏 20～30℃
ブロイラー 10～25℃
資料：新畜産ハンドブックより抜粋
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今
年
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
（
ス

ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
）
多
発
生
の
注
意

報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
被
害
の
拡

大
を
防
ぐ
た
め
に
効
果
的
な
対
策
を

紹
介
し
ま
す
。

▼
卵
塊
の
払
い
落
と
し
（
通
年
）

　

ピ
ン
ク
色
の
卵
塊
は
、
産
卵
後
早

い
う
ち
に
水
中
に
払
い
落
と
す
と
ふ

化
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
用
排
水
路
の

清
掃
等
と
合
わ
せ
て
地
区
全
体
で
実

施
す
る
と
防
除
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

▼
気
温
が
高
い
う
ち
に
石
灰
窒
素
散

布
　

水
温
が
15
℃
以
上
の
時
に
湛
水
状

態
（
水
深
３
〜
４
㎝
）
に
し
て
１
〜

４
日
間
お
き
ま
す
。
土
中
の
貝
が
活

動
を
始
め
た
ら
、
石
灰
窒
素
を
10

ア
ー
ル
当
た
り
20
〜
30
㎏
散
布
し
ま

す
。
こ
の
後
、
３
〜
４
日
間
お
い
て

自
然
落
水
さ
せ
ま
す
。
石
灰
窒
素
は

　

お
米
の
消
費
量
は
、
全
国
的
に
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
飼
料
用
米

等
へ
の
取
組
に
よ
り
米
価
は
維
持
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
米
価
安
定
の

た
め
、
米
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
に
基
づ

い
た
生
産
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
引
き
続
き
、
各
市
町

農
業
再
生
協
議
会
か
ら
の
「
生
産
目

安
」
に
基
づ
き
、
お
米
の
生
産
に
取

り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
農
業
事
務
所
で
は
、
水

稲
農
家
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、

国
・
県
・
市
町
の
交
付
金
を
有
利
に

活
用
で
き
る
飼
料
用
米
の
多
収
品
種

を
推
進
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

安
全
な
農
作
業
を

心
が
け
ま
し
ょ
う

魚
介
類
に
影
響
す
る
の
で
、
河
川
な

ど
に
流
出
、
飛
散
し
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。
昨
年
、
管
内
の
水
田
（
砂
壌

土
）
で
、
石
灰
窒
素
の
散
布
試
験
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
散
布
後
に
ジ
ャ
ン

ボ
タ
ニ
シ
の
生
存
数
が
減
り
ま
し
た
。

ま
た
、
石
灰
窒
素
を
散
布
し
た
相
当

量
の
窒
素
分
は
３
月
頃
ま
で
に
ほ
と

ん
ど
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
翌
年

の
水
稲
へ
の
影
響
は
少
な
い
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
肥
沃
な
水
田

で
、
翌
年
コ

シ
ヒ
カ
リ
を

栽
培
す
る
場

合
は
施
肥
設

計
に
注
意
し

て
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

▼
厳
寒
期
の
耕
う
ん
で
貝
を
破
砕

　

厳
寒
期
に
田
を
乾
か
し
耕
起
す
る

こ
と
で
、
貝
を
破
砕
し
、
越
冬
中
の

貝
を
寒
気
に
さ
ら
し
ま
す
。
耕
う
ん

は
走
行
速
度
を
遅
く
、
回
転
数
を
早

く
す
る
と
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

　

水
路
の
泥
上
げ
も
効
果
的
で
す
。

引
き
続
き
飼
料
用
米
の

取
組
み
を
お
願
い
し
ま
す

収
穫
期
か
ら
冬
期
の

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対
策

ジャンボタニシ

専用品種『夢あおば』

　

平
成
29
年
、
農
作
業
中
の
事
故
に

よ
り
全
国
で
お
よ
そ
３
百
人
が
亡
く

な
り
ま
し
た
（
農
水
省
調
べ
）。
死

傷
者
の
割
合
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、農
業
は
「
危
険
な
産
業
の
一
つ
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
事
故
防
止
の

た
め
に
、
ま
ず
は
作
業
者
全
員
で
日

頃
の
作
業
を
見
直
し
、
作
業
の
中
に

潜
む
危
険
性
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
水
稲
の
稲
刈
り
作
業
が

始
ま
り
ま
す
。
慣
れ
て
い
る
作
業
に

お
い
て
も
、
保
護
具
の
着
用
と
機
械

の
安
全
点
検
、
定
期
的
な
整
備
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
事
故
要
因
を
未
然

に
排
除
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

農作業死亡事故の主な原因
（平成29年　農水省調べ）

乗用型トラクター 92件

歩行型トラクター 28件

農 用 運 搬 車 26件

刈 払 い 機 12件

コ ン バ イ ン 11件
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地
域
で
活
躍
す
る
　

山
武
の
新
規
就
農
者

農
地
の
保
全
に
お
困
り

の
方
、
御
相
談
下
さ
い

【
農
地
を
貸
し
た
い
方
】

•
高
齢
で
農
作
業
が
で
き
な
く
な

り
、
後
継
者
も
い
な
い
・
相
続
し

た
農
地
の
管
理
に
困
っ
て
い
る
・

今
後
は
、
水
田
（
畑
）
を
や
め
て

畑
（
水
田
）
に
専
念
し
た
い
。

【
農
地
を
借
り
た
い
方
】

•
経
営
規
模
を
拡
大
し
た
い
・
新
規

就
農
・
参
入
し
た
い
・
分
散
し
た

農
地
を
一
か
所
に
ま
と
め
、
効
率

的
な
農
業
を
し
た
い
。

　

こ
れ
ら
の
方
は
、
公
益
社
団
法
人

千
葉
県
園
芸
協
会
（
千
葉
県
農
地
中

間
管
理
機
構
）
又
は
市
町
等
に
御
相

談
く
だ
さ
い
。

　

農
地
を
機
構
に
貸
し
付
け
た
場

合
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
集
積

協
力
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

（
公
社
）
千
葉
県
園
芸
協
会

℡
０
７
０
（
３
１
３
９
）
８
３
４
１

℡
０
８
０
（
４
３
５
６
）
４
９
７
２

千
葉
県
立
農
業
大
学
校

令
和
２
年
度　

入
学
生
の
募
集

　

千
葉
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
農

業
の
発
展
に
寄
与
す
る
優
れ
た
担
い

手
や
指
導
者
の
育
成
を
目
指
し
て
、

入
学
生
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

願
書
受
付

（
推
薦
入
学
）

　
　
　
　

令
和
元
年
９
月
27
日（
金
）

〜
10
月
11
日（
金
）

（
一
般
入
学
）

Ａ
日
程
：
令
和
元
年
12
月
９
日（
月
）

〜
12
月
20
日（
金
）

Ｂ
日
程
：
令
和
２
年
１
月
27
日（
月
）

〜
２
月
７
日（
金
）

試
験
期
日

（
推
薦
入
学
）令和

元
年
10
月
29
日（
火
）

（
一
般
入
学
）

Ａ
日
程
：
令
和
２
年
１
月
９
日（
木
）

Ｂ
日
程
：
令
和
２
年
２
月
20
日（
木
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

千
葉
県
立
農
業
大
学
校

　

℡
０
４
７
５
（
５
２
）
５
１
２
１

　

今
回
は
山
武
市
で
新
規
就
農
し
、

観
光
苺
園
（
農
園
名
：
和

な
ご
み
い
ち
ご
え
ん

苺
苑
）
を

経
営
し
て
い
る
浦
野
和
洋
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。

　

浦
野
さ
ん
は
、
カ
ナ
ダ
へ
語
学
留

学
し
た
経
験
を
活
か
し
、
資
格
学
校

で
の
英
文
会
計
講
師
や
、
日
本
公
認

会
計
士
協
会
で
広
報
に
携
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　
「
独
立
開
業
」、「
何
か
自
分
で
社

会
貢
献
が
で
き
る
仕
事
が
し
た
い
」

と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
青
年
等

就
農
給
付
金
の
給
付
年
齢
制
限
が
40

歳
か
ら
45
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ

と
を
知
り
、
42
歳
で
脱
サ
ラ
、
独
立

就
農
。
２
０
１
５
年
に
観
光
苺
園
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。

　

農
園
で
は
、「
か
お
り
野
」
や
「
紅

ほ
っ
ぺ
」
な
ど
８
種
類
も
の
苺
を
栽

培
し
、
多
く
の
品
種
の
食
べ
比
べ
が

楽
し
め
ま
す
。
中
に
は
千
葉
県
育
成

品
種
の
「
チ
ー
バ
ベ
リ
ー
」
や
、
希

少
性
の
高
い
「
真
紅
の
美
鈴
」
も
栽

培
し
て
い
ま
す
。

　
「
苺
狩
り
が
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
高
設
ベ
ン
チ

や
、
子
供
や
車
い
す
で
も
安
全
に
入

れ
る
幅
広
い
通
路
、
清
潔
で
広
々
と

し
た
水
洗
洋
式
ト
イ
レ
な
ど
を
整
備

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
苺
の
お
い
し
さ
の
追
求

や
サ
ー
ビ
ス
向
上
な
ど
、
お
客
様
に

喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
そ

う
で
す
。

　

顧
客
満
足
度
の
高
い
観
光
苺
園
を

目
指
し
工
夫
を
重
ね
る
浦
野
さ
ん
、

和
苺
苑
の
今
後
の
飛
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

浦野和洋さん


